
1 991 年（平成3 年） 8月1日発行 広 報 （No. 2 4 1 号） 

カナダ 
AUG . 

あなたのにゅーたうんKANADA 

一） 

、ー
 

一J 

床
屋
一
筋
、
六
十
年
 

「
誠
 

実
」
 
を
モ
ッ
ト
ー
に
 

切
れ
味
の
い
い
ハ
サ
ミ
で
若
々
し
い
力
ッ
ト
に
し
あ
げ
る
 

大

久

保

 
秀
 

男
さ
ん
（
 74
 

才
）
新
町
三
丁
目
 

発行：金田町 編集：企画開発課 vi (0947)22-0555 FAX (0947)22-0782 



(3) 1991年（平成3年）8月1日発行 （N 241号） (N1 241号） 1991年（平成3年）8月1日発行 （2) 

混せfれば 分ければ☆資 源☆ 

山を切り崩すために 
生
ゴ
 巨大イヒしてしまったFゴミあ 

家庭から出るゴミは、多種多様な物質がごちゃ混ぜにされたものが多い。 こ 
それから可燃性ガスができ、表面にでて〈ることもある。捨てられた電池 叉と 
ゴミの中の化学的な物質が、水に溶けて再び飲料水の中で検出される事も。ー理 

今すく始めよっ 一 家庭のコ を減りす6 つのスプ フ。― 

この混合物がゴミ埋立地などで土におおわれると、勝手に腐敗し出し 
から出た水銀や力ドミウムやニッケル、使い残しの溶剤・除草剤など 
ゴミ捨て場はゴミを封じこめるどころか、むしろ汚染源に？ 

ガ ラ ク タ だ ら けの家 
⑥ゴミはこちゃ混ぜにしない．4f 

理想的には、すべての家庭でガラス、 
別々のゴミ箱を持った方が・・・・・・。 

台所の生ゴミは庭がないとリサイクルできないが、紙やガラスのリサイクルは絶対にやる必要が 
あります。

＠過剰梱包の製品は買わない，,/

過剰な梱包は最も簡単に避けることのできる家庭のゴミのもとです。最も少量の包装に入った製 
品を選びましょう。

⑥ばら買いをしようク

少量ずつ包装された一般の家庭用製品は、たくさんの量を包装した製品より多くのゴミを生み出 
します。 

例えば、 6 個の別々の缶に入ったドリンクは、同じ量の入ったビンよりはるかに多くのゴミを生 
み出します。

＠再使用可能な容器を選びましょう．グ
最近めっきり少くなりましたが、再使用可能なびんは缶よりはるかに良いのでは 

けこのような再使用可能な容器を選びましょう。 
⑥天然素材でできた包装を選びましょう//

紙や段ボールでできた包装は再生利用が可能なので、プラスチックよりはるかに良いのでは 
同じ理由で、ガラスのびんはプラスチックよりはるかに良いのでは 。特にそれが再使用可能な 
場合はそうですね。 

家庭のガラクタには、二つのタイプがあります。 
①包み紙、空きビン、カン、新聞紙など毎日の生活の残り物（家庭のゴミの大半） 

②壊れた電化製品、古い家具、すり切れたじゅうたんなどの時々しか出ない物 

アルミ缶 

アルミニウムは比較的新しいもの 

であるが、急速に家庭のゴミの仲 

問入りをするようになった。アル 

ミニウムの4分のlは再生利用す 

ることができるのに、現在ほとん 

どがそのまま捨てられている。 

・プラスチックの容器 

家庭のゴミの~0分の~はブラスチ 

ックであり、その大半は包装に使 

われている。プラスチックは焼却 

するとたくさんの問題を引き起こ 

す。なぜなら、多くのプラスチッ 

クは燃やすと有毒ガスを発生する 

からである。 

ガラスのびんやつぼ 

ガラスびんの原材料は豊富にある 

が、 ~ トンの完成品のガラスを作 

るためには、原材料を＋分に加熱 

するために~40リットルの石油が 

必要である。したがって、びんを 

捨てるということは、相当なエネ 

ルギーの無駄となる。 

手ョ 
ぬ 
D 八久） 

々 

町 I 
がー 

補の 
助由 
し込 
事み 
I は 

紙、金属、有機物をそれぞれリサイクルできるように、 

印 

家庭から出るゴミに何が含まれているか？

の家庭には週にほぼゴミ箱2 箱分のゴミを捨て、年間の合計は2 トンに達します。このよう 
がごちゃ混ぜにされていると、まったく役に立ちません。 

通、、、 

普
ゴ
 

な
 

義OD 覧、j我r) 
どのようなも 
のからできて 
いるかを示す 

認U 鼠雰がう 
が再生利用で ン ・プ 
きる可能性を 、ー 、 

;j ;葺。奪 ー 
金属、有機物 リ ネ畠 
など家庭のゴ 」． よT 
ミの相当な割 a、 11」」二 
合は、完全に 1 1 三田 
再生可能です。 y ロでI、 
（家庭のゴミ プ！・ キ 

の全重量の80 る ニら 
ノぐーセントに し 
達します） 
（次号に続く） 

その他 プラスチック 生ゴミ 金属 紙類 ガラス 

一

 

繰
麟
 

発泡スチロールの 

食品容器 ノ 

、

，

 

、、、、、、、、一 繊
 

プラスチックの 

買物袋 テイクアウトの食品 

テイクアウト食品は、プラス 

チック、紙などの多数の層に 

包まれている。大量の材料が、 

こく短時問しか使わない包装 

を作るために使われる。 

発泡スチロールの包装材 

新聞と雑誌・ 

プラスチックのフィルム 種分けしてないゴミ 

家庭のゴミをすべてーつのゴ 

ミ箱に入れると、ほとんどリ 

サイクルは不可能になる。ま 

た有機物と家庭用の化学薬品 

をー緒に捨てることは、処理 

を危険にする。 

~年分の新聞をゴミ箱に捨て 

ると、 リサイクルが簡単な、 

貴重な生活必需品である紙を 

少なくとも100キ口無駄にす 

ることになる。 

複合素材 

多くの家庭用製品は ブラス 

チック、紙、金属などを複合 

させた分離不能な素材で包装 

されている。 

g ．
鵬
鰯
 麟 1. 2% 

リサイクル 

可能度】 

低い。非常に 

大がかりな選 

別作業が必要。 

8, 

リザイクル 

可能度】 

皆無。 

: o',, 
リサイクル 

可能度】 

非常に高い。 

容易に堆肥化 

できる。 

30% i0, 

リサイクル リサイクル 

可能度： 可能度 

非常に高い。 良好。ただし 

原材料の大幅 2 次選別を必 

な節約になる。 要とする。 

10 f/ 

リサイクル 

可能度】 

非常に高い。 

エネルギー節 

約の効果大。 

構
成
比
 



(5) 1991年（平成3年）8月1日発行 （ぬ241号） (N1 241号） 1991年（平成3年）8月1日発行 （4) 

図書を〈リクエスト〉しませんかク
貌綴鵜●難鷲難難細継舞夢tfI織麺維鱗 

つぎのようなとき．リクエストして下さい．金田町巾央公民航では，で 

奥るかぎりじゅんびいたします． 

(1 ) ，あをたがさがしている園書が見つからないとき． 

(2 ) ．どうしても読みたい水がほしいとき． 

あをたの住 所 金田町大字 

氏 名 

電話番号 

リクエスト月日 平成 年 月 日 

の読みたい書 名 

著 軒 

出版社 

②暁みたい害 名 

著 者 

出版社 

の読みたい書 名 

著 者 

傘たお．希気の図書が中央公民川に到着するまでにはzoriから1ケ月 

程度の日数がかかリますので、あらかじめどリようかいください． 

4 日困、第1回目講演会 
午前10時より総合会館で、 

『豊かさの中の貧しさ』 と 
6 日田 第2 回目講演会（右の写真） 
午後1時30分より総合会館 

『豊かな心田を耕す』 
2 回の講演会に約300 名の方が 

聞き入っていました。 
『同和問題は、月間が終ったか 

ら、といったものではないですね。 
一人ひとりが毎日の生活の中で考 
え、努力しなければいけないこと 

です』 

r あなたがさがしている本が見つからないとき、う 
しあなたがどうしても読みたい本があるとき J 
リクエストして下さい。 リクエスト用紙は、総合会館と 

役場の受付カウンターにあります。 
リクエスト図書が届くまでには、 3 ,-4 週間程日数がか 

かりますが、できるかぎり、皆様のご要望にお応えしたい 
と思っています。ご利用下さい。 

以
前
よ
り
、
町
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
 

『
納
涼
祭
（
夜
市
）
』
が
、
今
年
か
ら
装
い
も
新
た
に
 

ア
イ
 
ラ
ブ
 
カ
ナ
ダ
 
フ
ェ
ス
タ
ー
 

と
名
称
も
改
め
、
私
達
町
民
が
自
ら
考
え
、
自
ら
 

作
り
、
自
ら
催
す
、
全
員
参
加
の
お
祭
り
 

（
フ
ェ
ス
タ
）
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
 

8 月 ／ 
/／ごこ6時～9時 

。1日（木）

獅子舞競I寅桧i 
（ー区、二区くー南木り％ 

力ナダフTスタ余 

ー灰覇訪難 

。2 日（金）

ザ.フライングエじノ華ス払 
（雨天の場合総合会館） I I 

．その他、夜店、雇康三ッ呪．、 
数えきれない催し物 

＊、新町500メートル通り 
日
 

ノ 

福
田
秀
一
氏
 

最
優
秀
賞
に
I
 

先
月
5

日
岡
に
、
若
宮
町
の
 

勿
 
ス
コ
ー
レ
若
宮
で
商
工
会
青
年
 

っ
 

経
営
者
主
張
筑
豊
大
会
が
開
か
 

れ
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
、
金
田
町
の
福
田
 

秀
一
さ
ん
は
、
 

『
地
域
活
性
化
 

は
、
地
域
の
人
々
全
員
で
自
分
 

の
町
を
愛
そ
う
、
と
考
え
、
行
 

動
す
る
こ
と
が
第
一
歩
』
 
と
熱
 

っ
ぽ
く
主
張
発
表
し
、
晴
れ
の
 

最
優
秀
に
輝
き
ま
し
た
。
9

月
 

6
日
に
行
わ
れ
る
県
大
会
に
出
 

場
し
ま
す
。
 

期
待
し
て
い
ま
す
、
福
田
さ
ん
 

・、一 

（
上
の
写
真
左
）
 

j

金

田

ジ

ュ

ニ

ア

ク

ラ

ブ

 

優
勝
を
逃
す
ど
w
梶
 

く一 

第
八
回
田
川
地
区
少
年
野
球
 

連
盟
旗
争
奪
戦
が
6

月
9

・ 
16
 

日
の
両
日
、
田
川
成
導
寺
公
園
 

運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

金
田
公
民
館
ー
 

‘ー
 

ー
俳
句
教
室
 

膝
に
孫
乗
せ
て
涼
し
き
齢
か
な
 

タ
焼
け
て
余
生
の
ご
と
き
水
明
り
 

闇
に
生
き
瀬
音
に
生
き
て
と
ぶ
蛍
 

暁
の
夢
の
奥
よ
り
初
蛙
 

停
め
ば
亡
母
の
匂
ひ
の
花
密
柑
 

球
磨
川
の
阿
修
羅
の
瀬
戸
の
水
涼
し
 

ス
ケ
ッ
チ
の
一
筆
描
き
に
雲
の
峰
 

夏
雲
や
風
の
高
さ
に
大
会
旗
 

陶
焼
の
羅
漢
百
態
柚
子
の
花
 

束
の
間
の
日
射
し
梅
雨
蝶
た
わ
む
る
る
 

ほ
た
る
草
や
さ
し
く
咲
き
て
水
青
し
 

大
輪
の
ば
ら
一
枝
に
雨
上
る
 

窯
上
げ
の
壷
の
つ
ぶ
や
く
蛍
の
夜
 

第
3
回
 
筑
豊
む
か
わ
は
な
し
コ
ン
ク
ー
 

e
 

。

 

、」川・‘ 

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
も
そ
ろ
え
ま
す
 
一 

中
央
公
民
館
 

一 

図
書
室
の
ご
利
用
を
」
 

こ
の
た
び
、
金
田
町
中
央
公
 

民
館
（
駅
裏
、
総
合
会
館
内
）
 

で
は
、
町
民
の
皆
様
に
快
適
な
 

環
境
の
下
で
読
書
を
し
て
い
た
 

だ
こ
う
、
と
図
書
室
を
改
良
し
 

ま
し
た
。
 

冷
暖
房
は
勿
論
の
こ
と
、
 
一 

度
に
三
〇
人
が
読
書
で
き
る
よ
 

う
机
・
椅
子
を
配
置
し
、
皆
さ
 

ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
 

ま
す
。
 

（
図
書
室
利
用
の
日
時
）
 

毎
週
月
、
金
曜
日
の
 

9
時
、
 17 

時
 

長
い
夏
休
み
で
す
。
調
べ
物
 

や
、
読
書
に
最
適
で
す
。
 

図
書
の
貸
出
し
も
 

し
て
い
ま
す
。
 

参加しました？ ー~ 
ー同和問題啓発強調月間

(7 月1日～30日） 

先月1ケ月間にわたって、いろいろ行事 
が多彩に催されました。 

1 日、町内パレード（左の写真） 
これは、人権擁護委員、同和推進委・町 

民会議のメンバーの皆さんがこの月間を知 

っていただこうとパレードしたものです。 ル
 

講 
師 

A横
助
 

市大原原末香沖花 日 田永建岩 
比 

川堀 田継月 田石生村尾部井 

キンギョソウ 

鈴久冨 ト か利君喜三鬼 
ミ ほ 美由 

江香子ェ る子子江紀童 

美
恵
子
 

マ
サ
エ
 

法
 

子
 

金
田
ジ
ュ
 
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
 

優
勝
戦
で
一
本
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
 

と
接
戦
の
末
、
惜
し
く
も
破
れ
 

準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
ジ
ュ
 
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
 

子
供
の
健
全
育
成
と
体
力
の
向
 

上
を
目
指
し
て
 13 

年
前
に
結
成
 

さ
れ
、
毎
週
火
、
土
曜
日
の
5
 

時
か
ら
小
学
校
運
動
場
（
火
曜
 

日
の
み
宝
見
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド
）
 

で
練
習
し
て
い
ま
す
。
 

入
部
希
望
者
は
い
つ
で
も
歓
 

迎
し
ま
す
の
で
、
 

一
度
練
習
に
 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

8
月
幻
日
日
（
土
）
午
後
 

、j 

園
 川 
市 
民 
会 

／金田町文イし連盟×館 
一×一結成へ ＼ 雨 

町内の文化団体の集りである、 
、文化連盟‘の設立に同かっての結 ノ、 

成準備委員会が開かれています。 
陶芸教室の井上次雄氏を長に、秋の I 
、文化祭がを、 『文化連盟の手で成 I 

功させようク』と会議を重ねていま ノレ 

す。 

時
 



(7) 1991年（平成3年）8月1日発行 （第雛1号） （第241号） 1991年（平成3年）8月1日発行 （6) 

は づ き 

1 9 9 1年（平成3年） 8 月（葉月）ごあんない （見ゃすしところに貼ってお使し下さし）
日 曜日 時 間 場 所 催 し も の ・ 行 事 問 合 先 ご 家 庭 で の 予 定 備 考 

8 : 30 ～ 】 住 民 課 国 保年金係 福祉年金証書と預かり証との交換（-9日） 住民課国保年金係 八朔 行方不明の人をさがす月間 

一 ： ~ ： 住 民課 国 保 年金係 母子家庭等医療更新手続き（-7日） 住 民課国保年金係 道路をまもる月間 観光週間 

I オ、 ： ~ ： 国立諌早少年自然の家 少年のバス研修（-3日） 社 会 教 育 課 水の日 水の週間 

18 : 00 - 21: 00 新町通り 500 メートル I（アイ）LOVE（ラブ）力ナダ フエスタ 金田町商エ会・産業労働課 （旧納涼祭） 萩夏まっり（-3 ) 

2 金
 

9 : 00 - 12 : 00 

18 : 00 ~ 21 : 00 

田川農協金田支所前 

新町通り 500 メー トル 

朝 市 

~（アイ）LOVE（ラブ）力ナダ フエスタ 

田 川農協金田支所 

金田町商工会・産業労働課 G日納涼祭） 

3 土 13 : 00 - 15 : 00 第六区行政区（人見） まちづくりふれあい美化運動（空き缶拾い） 
福祉課・金田町活性化推進委員会 
（役場令職員） 

下弦 水の祭典（久留米～5 ) 

社 会 教 育 課 4 日
 

8 : 30 - 16 : 00 
金 田 小 学 校 
金 田 中 学 校 
町 民 球 場 

一子ども会夏期スポーッ大会 

食品衛生週間 5 月 

各 田 令’中学校 広島平和（原爆）記念日 

山口七タちようちんまっり（-7 ) 
6 火

 

金 田 小 ・ 中 学 校 全校出校日

っゃ→D 鼻の日 仙台七夕 7 水 

立秋 8 木 
長崎原爆の日 千如寺の火まっり（前原） 9 金 

朔 健康ハートの日 健康ハート週間 

道の日 西鶴忌 10 
':  L

‘ご“ 

11 

(

m ）

 

」

日

 

火の国まっり（熊本～13) : 

住民課国保年金係

産 業 労 働 課 
12 月

 13 : 30 ~ 14 : 30 
局

堂

 

事
 

便

議
 

場
 

郵

役

 

福祉年金支払開始

農業委員会 

月遅れ盆迎え火小文字焼きdヒ九州） 13 火 

姫島盆踊り（大分～17) 

居能盆踊（宇部～15) 
14 水

 
（終戦記念日）全国戦没者迫悼式 

月遅れ盆灯寵まっり（山鹿～16) 15 木
 

福祉課環境衛生係 月遅れ盆送り日 京都・箱根大文字焼 16 金 10 : 00 ~ ii: 00 役 場 二 階 集 会 室 乳児相談 

4r争虫育課 
上弦 17 土 

18 日 8 : 30 ~ 16 : 00 方城町民グラ ン ド他 田川郡子ども会スポーッ大会 

u 9 ノぐイクの日 19 月 

福祉課環境衛生係 20 火 13 : 30 ~ 14 : 30 町 民 会 館 三種混合予防接種 

金 田 小 ・ 中 学 校 21 水 金 田 小 ・ 中 学 校 全校出校日 

社 会 教 育 課 22 木 10 : 00 - 12 】 00 総 合 会 館 老人大学教養講座（郷土史「遠賀川の水運」）講義 

福祉課環境衛生係 23 金 10 : 00 ~ 12 : 00 総 合 会 館 健康教室（家庭看護を学ぼう皿） 

処暑 馬関まっり（下関～25) 

旧盆 
d
 

に。 

r)
 ］ 

り】 

I 

I ~ 望 どじよう森祭（山口美東） 
~ 

26 月 一
 

福祉‘課環境衛生係 27 H -1 10 : 00 ~ 16 : 00 福 祉 課 大腸ガン検診 

福 祉 課 福 祉 係 28 I 水 ~ 10 : 00 ~ 15 00 役 場 二 階 集 会 室 心配ごと相談 

社 会 教 育 課 文化財保護法施行記念日 29 ~ 木 1 10 : 00 ~ 12 : 00 総 合 会 館 老人大学教養講座（郷土更田川地方の古代の葬式」）講義 

防災週間 建設物防災週間 30 ~ 金 
~ . ~ 

金 田 小・ 中 学 校 

税 務 課 賦 課 係 
31 

ー

ー

 

、
 

一
 

金 田 小 ・ 中 学 校 

総 務 課 会 計 係 

夏休み最終日 

町県民税第2期分納入期限 

※ ①は役場が休みの土曜日です。 備考欄の月間、旬間、週間はそれぞれーカ月、十日間、一週間をとうして実施されます。 

~（アイ）LOVE（ラブ）力ナダ フェスタ の 「フェスタ」はスペイン語（Fiesta) で「祭り」 の意味です。 
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‘

ー

ー

 

国
民
年
金
ー
 

ー
ー
 

こ
ん
な
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
 

厚生年金保険・共済組合 
をやめたら、国民年金に 
加入の届出を 

一
‘
ー
‘
 

扶養している配偶者がい 
る人は合わせて届出を 

厚生年金保険・共済組合 
に加入したら、国民年金 
をやめる届出を 
扶養している配偶者がい 
る人は第三号被保険者の 
届出も忘れずに 

20 歳になったときは、 
国民年金に加入の届出を
厚生年金保険・共済組合 
加入者を除く 

厚生年金保険・共済組合 
の加入者の被扶養者にな 
ったとき 
結婚したときや収入が減 
ったとき 三と，．立一 

烏 

厚生年金保険・共済組合 
の加入者の被扶養者から 
はずれたとき
収入が増えたときや離婚 

したとき 弦 
'toート 

第三号被保険者の配偶者 
が会社などを変わったら 
厚生年金保険＝共済組合 
共済組合＝共済組合 

七
月
一
日
付
任
命
 

金
田
町
消
防
団
 

新
幹
部
の
紹
介
 

（
敬
称
略
）
 

消 
分分分指副防 
団団団導団団 
長長長員長長 

（三）に）ト） 

若棄総吉若相 
林野江田林原 

早裕 武佐明 
美俊武人久治 

馬 

大
分
市
の
四
季
写
真
コ
き
即
 

危
険
物
取
扱
者
 

保
安
講
習
会
ー
 

《
講
習
会
》
 

△
と
 

き
 

9
月
 13 

日
岡
 

△
と
こ
ろ
 

直
方
市
津
田
町
 

7
1
 20
 

直
方
市
中
央
公
民
館
 

△
じ
か
ん
 

9
時
 30 

分
、
 12 

時
 30 

分
 

（
給
油
取
扱
所
）
 

13
 

時
 30 

分
、
 16
 

時
 30
 

分
 

（
そ
の
他
）
 

《
受
講
対
象
者
》
 

①
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
 

か
ら
三
年
以
内
 

②
前
回
の
講
習
を
受
け
た
日
 

か
ら
三
年
以
内
 

③
取
扱
作
業
か
ら
離
れ
て
い
た
 

た
め
、
①
②
の
期
間
を
超
え
て
 

い
る
場
合
は
、
再
び
従
事
し
た
 

日
か
ら
一
年
以
内
 

④
現
に
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
 

い
な
く
て
も
受
講
を
希
望
す
る
 

人
 以

上
、
危
険
物
取
扱
者
免
状
 

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
 

現
に
製
造
所
等
で
従
事
し
て
い
 

る
場
合
は
受
講
す
る
こ
と
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

《
受
付
》
 

8
月
5

日
囲
 

直
方
市
消
防
本
部
 

△
問
合
せ
先
 

田
川
地
区
消
防
本
部
 

予
防
課
 
危
険
物
係
 

風
0
6
5
0
 

Q
 

，ー 

ー
 大

腸
ガ
ン
検
診
募
集
 

II
ー
ー
 

年
々
食
生
活
の
欧
米
化
と
と
 

も
に
、
 
20 

年
前
に
比
べ
て
大
腸
 

ガ
ン
に
よ
る
死
亡
者
は
二
倍
強
 

に
増
え
、
昭
和
 63 

年
で
は
、
全
 

国
で
二
二
、
九
九
九
人
、
福
岡
 

県
で
は
三
四
六
人
の
方
が
亡
く
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
検
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
 

う
。
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
 

ま
す
。
 

一
、
日
 

時
 

27 

日
因
 

一一、場 

所
 

一
」
、
募
集
人
員
 

四、検 
診
 
料
 

五
、
問
合
せ
先
 

《
ー
 

9
時
 30 

分
か
ら
 

役
場
 

60
 

名
 

9
0
0

円
 

福
祉
課
環
境
衛
生
係
 

水
の
日
（
八
月
一
日
だ
 

水
資
源
の
有
限
性
、
水
の
貴
 

重
さ
、
水
資
源
開
発
の
重
要
性
 

に
つ
い
て
国
民
の
関
心
を
高
め
 

理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
八
 

月
一
日
は
 
「
水
の
日
」
 
と
し
、
 

こ
の
日
を
初
日
と
す
る
一
週
間
 

を
水
の
週
間
と
し
て
国
や
県
主
 

催
で
各
種
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

水
は
生
命
の
源
で
す
。
 

い
ま
一
度
、
水
を
見
直
し
、
 

水
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
 

こ
の
限
り
あ
る
水
を
豊
か
な
暮
 

ら
し
に
役
立
て
る
よ
う
心
が
け
 

大
切
に
使
い
、
豊
か
な
水
を
次
 

の
世
代
へ
残
し
て
い
こ
う
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

※
間
合
せ
は
、
水
道
課
ま
で
 

I
'
 

桑
野
血
（
七
さ
ん
 

法
務
大
臣
よ
り
 

感
謝
状
を
 

ノノ 

永
年
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
 

委
員
と
し
て
 
「
心
配
ご
と
相
談
」
 

等
で
お
な
じ
み
の
桑
野
輿
七
さ
 

ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
対
・
 

し
て
法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
、
・
 

町
長
室
で
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

桑
野
さ
ん
（
写
真
下
・
右
よ
 

り
二
人
目
）
は
こ
れ
を
機
に
、
 

六
年
間
の
擁
護
委
員
を
退
き
、
 

六
月
十
五
日
付
で
 

福
 

田
 

昌
 
氏
 

が
 

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
 

（
写
真
右
）
 

福
田
 

昌
さ
ん
の
住
所
 

大
字
金
田
7
5
7

の
2
 

m
o
2
5
7
 

気
軽
に
、
何
で
も
ご
相
談
を
 

サルビア 

餌
肋
診
 

か
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

'

l

I

ノ
 

次
の
方
々
よ
り
、
社
会
福
祉
 

協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
 

今
後
の
社
会
福
祉
事
業
推
進
 

の
た
め
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
す
。
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 
藤
川
 

義
臣
 

（
香
典
返
し
と
し
て
）
 

o
故
 

並
川
 

芳
正
様
 

本
町
三
 

並
川
マ
サ
子
様
 

o
故
 

的
場
 

馨

様

 

敷
島
一
 

的
場
 

房
江
様
 

『傘へ一 

ト
 

締
切
り
 
平
成
4
年
2
助
習
（
土
）
必
着
 

税
務
署
の
窓
ロ
が
 

変
わ
り
ま
し
た
ー
 

先
月
 10 

日
か
ら
税
務
署
の
窓
 

ロ
が
変
わ
り
ま
し
た
。
 

o
所
得
税
ゃ
 

個
人
に
係
る
消
費
税
は
 

個
人
課
税
部
門
 

o
法
人
税
や
 

法
人
に
係
る
消
費
税
は
 

法
人
課
税
部
門
 

で
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た。 こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
納
税
 

者
が
法
人
税
や
消
費
税
に
つ
い
 

て
別
々
の
窓
ロ
に
行
か
な
く
て
 

す
み
ま
す
。
 

o
問
合
せ
先
 

田
川
税
務
署
 

阻
0
4
3
0
 

あ
な
た
も
 

ー
緑
の
オ
ー
ナ
ー
に
ク
！
 

緑
を
育
て
て
財
テ
ク
を
ガ
緑
 

豊
か
な
森
林
を
子
供
や
孫
に
残
 

し
て
や
り
た
い
ガ
 

そ
ん
な
ロ
マ
ン
を
実
現
さ
せ
 

て
く
れ
る
の
が
国
有
林
の
分
収
 

林
制
度
（
緑
の
オ
ー
ナ
ー
）
で
 

す。 こ
の
制
度
は
、
皆
さ
ん
に
一
 

問
合
せ
先
 

ロ
 50
 

万
円
で
国
有
林
の
人
工
林
 

の
立
木
の
共
有
者
と
な
っ
て
い
 

た
だ
き
、
伐
採
時
に
木
材
販
売
 

収
益
の
配
分
を
う
け
る
こ
と
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

〇
募
集
期
間
 

〇
募
集
箇
所
 

9
月
7

日
ま
で
 

敷
翻
 

所 在 地 
面 積 
(ha) 

樹 種 林令 雛
 

議 備 考 

37 
福岡県田川郡添田町 

障子岩国有林65ろ 
2.49 

ス ギ 

ヒノキ 
30 2 1 aJ 

ス ギ 95 % 
ヒノキ 5 % 

38 

福岡県遠賀郡遠賀町 

むしようずやま 
虫生津山国有林99ち 

2. 26 ヒノキ 39 1 7 。
J
 

ヒノキ100 % 

39 
福岡県遠賀郡岡垣町 
荒田国有林100へ 

2. 55 ヒノキ 36 20 1 6 ヒノキ100 % 

〇
問
合
せ
先
 
直
方
営
林
署
 

(
n
v
o
J

ォ4
ュ
a
v

つ
ロ
（
0
4
→
（
U
4
→
1
上
 

〇
随
時
現
地
案
内
も
行
っ
て
い
 

ま
す
。
 91 

市
町
村
振
興
 

宝
く
じ
ー
 

0
J
7
y
岡
6
1
1
1
 

大
分
市
役
所
 

こ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
 

明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
 

使
わ
れ
ま
す
。
 

▽
予
約
期
間
 

▽
引
換
期
間
 

、
8

月
6

日
因
 

8
月
 22
 

日
困
、
 

9
月
6

日
岡
 

▽
送
 
付
 
先
・
問
合
せ
先
 

〒
八
一
一
一
 

福
岡
市
博
多
区
千
代
 

4
1
1
1
 27
 

財
福
岡
県
市
町
村
 

振
興
協
会
 

▽
抽
 
選
 
日
 

9
月
 20
 

日
岡
 

な
お
、
こ
の
宝
く
じ
の
通
称
は
 

『
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
』
で
す
。
 

】
 

一
 

r
つ
ど
い
の
会
開
催
案
内
」
 

福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
 

談
所
で
は
、
9

月
1

日
回
に
福
 

岡
市
中
央
区
六
本
松
の
県
社
会
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
第
 56 

回
 

ガ
つ
ど
い
の
会
4
 

（
集
団
見
合
 

い
）
を
行
い
ま
す
。
 

こ
の
見
合
に
参
加
で
き
る
方
 

は
、
相
談
所
に
登
録
さ
れ
て
い
 

る
方
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
 

し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
 

参
加
希
望
の
方
は
、
8

月
 20
 

日
 

ま
で
に
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先
 

〒
八
一
〇
 

福
岡
市
中
央
区
六
本
松
 

1
1
2
1
 22
 

福
岡
県
社
会
福
祉
 

セ
ン
タ
ー
内
 

財
福
岡
県
身
体
障
害
者
 

福
祉
協
会
 

結
婚
相
談
所
 

0
9
2

(
7
5
1

)
3
2
3
9
 

建
設
業
退
職
金
 

共
済
制
度
ー
 

建
設
業
を
営
む
方
、
建
設
現
 

場
で
働
く
皆
さ
ん
、
こ
の
制
度
 

は、 

一
般
の
退
職
金
の
よ
う
に
 

労
働
者
が
事
業
所
を
や
め
た
時
 

支
払
わ
れ
る
退
職
金
で
な
く
、
 

建
設
業
と
い
う
ー
つ
の
業
種
の
 

中
で
働
く
限
り
、
事
業
所
に
雇
 

用
さ
れ
た
期
間
全
部
を
通
算
し
 

て
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
建
 

設
業
界
ぐ
る
み
の
国
が
作
っ
た
 

退
職
金
制
度
で
す
。
 

今
年
7

月
1

日
よ
り
掛
金
日
 

額
も
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
 

◇
問
合
せ
先
 

福
岡
市
中
央
区
天
神
 

1
1
3
1
 13
 

福
岡
建
設
会
館
内
 

建
退
共
 

福
岡
県
支
部
 

0
9
2

(

 

7
6
1

)

0

3

3

5

 

一
《
交
通
遺
児
等
を
援
護
し
ま
支
一
 

一 

お
気
軽
に
、
こ
相
談
を
竺
 

一 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
ー
 

ー
ー
ー
ゆ
円
吃
」
」
喝
H
～
口
百
『
巨
一
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r
県
青
少
年
科
学
館
よ
り
ー
 

お
知
ら
せ
ー
 

現
代
は
情
報
化
時
代
ク
フ
ァ
 

ミ
コ
ン
も
い
い
け
ど
君
も
パ
ソ
 

コ
ン
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
。
初
 

め
て
パ
ソ
コ
ン
に
さ
わ
る
人
の
 

た
め
の
教
室
で
す
。
 

《
パ
 
ソ
コ
ン
教
室
》
 

ロ
小
学
校
初
級
講
座
（
3
年
生
以
上
）
 

28 

日
困
、
 30 

日
岡
 

中
学
校
初
級
講
座
 

9
月
1

・
8

・ 
15
 

日
回
 

各
講
座
と
も
 13 

時
か
ら
 

16 

時
 30 

分
ま
で
 

ロ
場
 

所
 

県
青
少
年
科
学
館
 

2
F

学
習
室
 

ロ
定
 

員
 

24 

名
 

ロ
参
加
費
 

5
0
0

円
 

（
テ
キ
ス
ト
・
保
険
料
等
）
 

ロ
申
込
み
 

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
 

所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話
 

番
号
を
書
い
て
講
座
開
始
 

の
 10
 

日
前
ま
で
に
左
記
に
 

ぐわやか君 全 
― 」一 I己了 

こ
の
線
か
5
ノ
ロ
蔑
『
 

深
い
と
こ
ろ
へ
 
nnnHHu 

棄
 舞

 

ヂー 

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

〒
八
三
〇
 
久
留
米
市
 

東
櫛
原
町
1
7
1
3
 

県
青
少
年
科
学
館
 

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
 
係
 

口
問
合
せ
先
 

0
9
4
2

町
5
5
6
6
 

《
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
夏
番
組
》
 

〔
南
天
の
星
を
求
め
て
〕
 

ふ
だ
ん
見
る
こ
と
の
で
き
 

な
い
南
天
の
星
々
を
、
 
ニ
ュ
 

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
船
旅
の
 

中
で
紹
介
し
ま
す
。
 

マ
ゼ
ラ
ン
の
大
航
海
物
語
 

も
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
下
さ
 

い。 

ロ
期
 

日
 

9
月
8

日
回
ま
で
 

ロ
時
 

間
 

・
平
 

日
 10
 

時
、
 10
 

時
 50
 

分
 

14 

時
、
 14 

時
 50
 

分
 

・
日
祝
日
 10 

時
、
 10 

時
 50 

分
 

13 

時
、
 13 

時
 50 

分
 

15
 

時
 40
 

分
、
 16
 

時
 30 

分
 

ロ
参
加
費
 
大
人
 

）

『

 ］ 

6
0
0

円
 

起
 

ノ
ジ
「
、
う
 

tA
」
 

）
》
ノ
《
一
一
 

一一 

一
J

一
‘
ノ
ー
 

91
 

童
謡
ま
つ
り
・
m
赤
池
 

小
人
 

3
0
0

円
 

《
発
明
王
ェ
ジ
ソ
ン
展
》
 

便
利
な
こ
と
が
当
た
り
前
 

に
な
っ
て
い
る
現
在
、
さ
ま
 

ざ
ま
な
発
明
の
中
に
隠
さ
れ
 

た
意
外
な
閃
き
や
、
そ
れ
を
 

実
現
さ
せ
る
た
め
に
払
わ
れ
 

た
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
、
 

そ
し
て
創
造
す
る
す
ば
ら
し
 

さ
を
体
験
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
期
 

日
 

8
月
 31 

日
田
、
 

10
 

月
 13 

日
回
 

ロ
時
 

間
 

9
時
 30 

分
、
 16 

時
 30 

分
 

口
参
加
費
 

無
料
 

口
問
合
せ
先
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

と
同
じ
で
す
。
 

曾
士
寸
 

一 

‘【 

ま‘（ 

一 

t
て・ュ 

/
 
＼一 

，

「

！

 一
『
 

，
 

「

 

r
簿
記
（
初
級
）
・
ワ
ー
プ
ロ
・
 

講
習
会
ー
 

◇
定
 

員
 

30 

名
 

◇
対
 

象
 

就
業
希
望
女
性
 

◇
講
習
期
間
 

10 

月
4

日
、
 

12 

月
6

日
 

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
 

（
の
べ
 
21 

日
間
）
 

◇
受
講
時
間
 

10 

時
、
 16
 

時
 

（
一
日
5

時
間
）
 

◇
受
 
講
 
料
 

無
料
 

（
教
材
費
等
は
自
己
負
担
）
 

◇
講
習
会
場
 

田
川
市
総
合
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
 

田
川
市
平
松
町
3
1
 36
 

◇
申
込
受
付
 

9
月
2

・
3

日
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
申
込
の
み
 

申
込
時
に
面
接
日
時
を
指
 

定
し
、
面
接
後
に
選
考
 

◇
申
込
・
問
合
せ
先
 

飯
塚
市
新
立
岩
8
1
1
 

県
飯
塚
総
合
庁
舎
”
 

福
岡
県
婦
人
就
業
 

援
助
セ
ン
タ
ー
 

筑
豊
支
所
 

0
9
4
8

圏
4
1
5
6
 

4
→
1

'1

'1 

［
身
障
者
ワ
ー
プ
ロ
等
ー
 

講
習
会
ー
 

※
対
 
象
 
者
 

県
内
に
居
住
す
 

る
 18 

、
 60 

才
未
満
の
身
障
 

者
で
、
地
域
活
動
に
熱
意
 

を
有
し
て
い
る
人
 

※
期
日
・
会
場
・
定
員
 

こ
r
i
W
歌
作
詞
●
作
曲
募
集
・
ほ
の
ぼ
の
勾
首
ョ
ン
テ
ス
ト
 

締
切
り
b
J
戸
 13 

日
（
金
）
囲
4
1
0
0
 

平
和
へ
の
願
い
 

福
岡
県
戦
時
資
料
展
 

16 

s
 20 

日
 

田
川
文
化
セ
ン
タ
ー
 

福
岡
県
で
は
、
平
和
文
化
事
業
と
し
て
、
平
成
元
年
度
よ
り
 

「
福
岡
県
戦
時
資
料
展
」
を
開
催
し
、
県
民
の
皆
様
か
ら
寄
贈
さ
れ
 

た
戦
時
資
料
を
公
開
展
示
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
伝
 

え
る
も
の
と
し
て
、
広
く
関
心
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
 

本
年
も
久
留
米
市
・
田
川
市
で
開
催
し
ま
す
。
 

《
田
川
市
開
催
》
 

日
 

時
 

8
月
 16 

日
、
 20 

日
、
9

時
か
ら
 16 

時
ま
で
 

場
 

所
 

田
川
市
平
和
町
3
1
 36 

田
川
文
化
セ
ン
タ
ー
 

内
 

容
 

県
民
の
皆
様
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
戦
争
及
び
当
時
の
 

生
活
を
伝
え
る
資
料
の
展
示
 

（
満
州
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
）
 

サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
 

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
・
 

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を
ク
 

今
月
6

日
、
9

日
は
原
爆
被
爆
 46
 

周
年
を
迎
え
、
広
島
市
、
長
崎
 

市
で
は
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
・
平
和
祈
念
の
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
式
典
で
広
島
市
長
、
長
崎
市
長
か
ら
全
世
界
に
向
け
、
核
戦
 

争
の
悲
惨
さ
と
核
兵
器
の
廃
絶
を
強
く
訴
え
る
「
平
和
宣
言
」
が
行
 

わ
れ
る
と
と
も
に
、
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
6

日
8

時
 15 

分、 

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
9

日
 11 

時
2

分
に
、
原
爆
死
没
者
の
め
 

い
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
確
立
を
祈
念
す
る
た
め
、
平
和
の
鐘
を
合
 

図
に
一
分
間
の
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
 

15
 

日
の
戦
没
者
追
悼
式
で
も
正
午
よ
り
一
分
間
の
黙
と
う
 

が
さ
さ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

金
田
町
で
は
、
こ
れ
ら
に
あ
わ
せ
下
記
日
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
 

し
ま
す
の
で
、
全
町
民
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

、
 「 91 

童
謡
ま
ら
り
・
m
赤
池
」
 

灯火管制電球 

問
合
せ
先
 

福
岡
県
総
務
部
県
政
情
報
課
 

総
務
係
 

0
9
2

(
6
2
2

)
0
8
0
4
 

《
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る
日
時
》
 

0 
6

日
 

広
島
原
爆
記
念
日
 

午
前
 
8
時
 15 

分
 

o
9

日
 

長
崎
原
爆
記
念
日
 

午
前
 

11 

時
2

分
 

o 
15
 

日
 

福
岡
県
戦
没
者
 

追
悼
式
 

正
 

午
 

米
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
か
 

あ
な
た
の
ふ
る
さ
と
 

福
岡
県
で
は
、
首
都
圏
、
大
 

都
市
圏
に
在
住
し
て
い
る
U

タ
 

ー
ン
希
望
者
の
方
を
対
象
に
 

「
福
岡
県
人
材
U

タ
ー
ン
合
同
 

企
業
面
談
会
」
を
次
の
と
お
り
 

開
催
し
ま
す
。
 

△
日
 

時
 

8
月
 13 

日
因
 

13 

時
 30 

分
、
 16 

時
 

△
場
 

所
 

福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
 

(
F
F
B
）
叩
 

1
号
ホ
ー
ル
 

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
 

2
1
 10 

ー
 19
 

△
対
象
職
種
 
電
気
・
機
械
等
 

の
技
術
職
・
専
門
職
 

△
間
合
せ
先
 

ふ
く
お
か
人
材
 

U
タ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
 

0
9
2

(
7
7
1

)
8
8
2
8
 

o
具
体
的
企
業
名
、
職
種
な
ど
 

は
右
記
ま
で
ど
う
ぞ
。
 

ふ
る
さ
と
は
今
、
 

あ
な
た
の
力
を
 

求
め
て
い
ま
す
。
 

福
岡
県
合
同
会
社
 

面
談
会
の
ご
案
内
 

福
岡
県
は
、
地
場
産
業
で
の
 

人
材
確
保
と
、
新
規
大
学
卒
業
 

者
の
県
内
企
業
へ
の
就
職
促
進
 

の
た
め
、
大
学
・
短
大
・
高
専
・
 

専
修
を
来
春
卒
業
さ
れ
る
方
を
 

第
1

会
場
 

8
月
 27 

日
因
 

福
岡
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
 

第
2

会
場
 

30 

名
 

9
月
6

日
岡
 

麻
生
医
療
福
祉
専
門
学
校
 

25 

名
 

※
費
 

用
 

無
料
 

※
参
加
申
込
 

、
 16
 

日
ま
で
 

田
川
福
祉
事
務
所
 

※
問
合
せ
先
 

福
岡
県
身
体
障
害
者
 

福
祉
協
会
 

「 
0
9
2

(
7
5
1

)
3
2
3
9
 

建

築

物

 

い
え
な
み
 
募
集
ー
 

建
築
住
宅
文
化
賞
の
対
象
と
 

な
る
建
築
物
・
い
え
な
み
を
募
 

集
し
ま
す
。
 

「
建
築
住
宅
部
門
」
は
個
々
 

の
建
築
物
を
、
 

「
い
え
な
み
部
 

門
」
は
住
宅
用
地
や
町
並
み
な
 

ど
の
建
築
物
の
集
合
体
を
対
象
 

と
す
る
も
の
で
す
。
 

⑨
募
集
期
間
 

31 

日
田
ま
で
 

⑥
詳
細
は
田
川
土
木
事
務
所
 

建
築
課
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
 

を
お
読
み
下
さ
い
。
 

＠
問
合
せ
先
 

県
建
築
都
市
部
 

住
宅
課
 

0
9
2

(
6
5
1

)
1
1
1
1
 

違
法
駐
車
を
な
く
そ
う
 

「
違
法
駐
車
を
し
な
い
、
 

さ
せ
な
い
」
意
識
の
 

浸
透
と
実
践
を
 

実
行
委
員
会
 

対
象
に
、
企
業
と
学
生
が
直
接
 

面
談
す
る
 
「
合
同
会
社
面
談
会
」
 

を
地
場
産
業
人
材
確
保
対
策
協
 

議
会
と
と
も
に
開
催
し
ま
す
。
 

〔
北
九
州
会
場
〕
 

◇
日
 

時
 

8
月
 12 

日
囲
 

13 

時
、
 17
 

時
 

◇
場
 

所
 

小
倉
興
産
K
M
M

ビ
ル
好
 

北
九
州
市
小
倉
北
区
 

浅
野
2
1
 14
 

1
1
 

◇
参
加
企
業
 
北
九
州
・
筑
豊
 

地
区
の
一
五
〇
社
を
予
定
 

◇
問
合
せ
先
 

福
岡
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー
 

0
9
2

(
7
1
4

)
1
5
5
6
 

〔
福
岡
会
場
〕
は
、
（
8

月
9

日
 

開
催
）
福
岡
、
筑
後
地
区
の
 

二
二
〇
社
予
定
 

ご
存
じ
で
す
か
 

福
岡
県
の
情
報
公
開
 

情
報
公
開
は
、
県
民
の
皆
さ
 

ん
が
必
要
に
応
じ
て
県
が
持
っ
 

て
い
る
情
報
を
見
た
り
手
に
入
 

れ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
 

度
で
す
。
次
の
セ
ン
タ
ー
や
コ
 

ー
ナ
ー
で
は
、
情
報
公
開
の
案
 

内
を
し
た
り
、
県
民
の
皆
さ
ん
 

が
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。
 

《
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
》
 

県
庁
舎
行
政
棟
W
 
北
側
 

0
9
2

(
6
5
1

)
1
1
1
1
 

《
筑
豊
地
区
県
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
 

県
総
合
庁
舎
w
 

0
9
4
8

圏
5
4
5
9
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第
四
回
金
田
町
少
年
の
主
張
大
会
⑥
 

体
 
の
 
不
 
自
 
由
 
な
 

私
は
、
こ
の
ご
ろ
よ
く
外
で
 

体
の
不
自
由
な
人
を
見
か
け
ま
 

す
。
そ
し
て
、
人
ご
み
の
中
を
 

歩
い
て
い
る
と
、
振
り
向
い
た
 

り
、
指
を
さ
し
た
り
し
て
い
る
 

人
が
そ
の
中
に
い
ま
す
。
 

私
は
そ
ん
な
事
を
し
て
は
い
 

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
お
 

父
さ
ん
の
弟
は
、
小
さ
い
頃
に
 

高
熱
の
た
め
、
小
児
マ
ヒ
に
か
 

か
り
、
両
足
が
不
自
由
に
な
っ
 

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
は
車
椅
 

子
や
ま
つ
ば
杖
を
使
っ
て
歩
い
 

て
い
ま
す
。
 

そ
ん
な
お
じ
さ
ん
と
私
が
買
 

い
物
に
行
く
と
、
周
り
の
人
達
 

が
じ
ろ
じ
ろ
見
ま
す
。
私
も
や
 

け
ど
を
し
て
い
た
時
に
服
を
着
 

ら
れ
な
い
の
で
、
服
の
中
に
手
 

を
入
れ
て
生
活
を
し
て
い
ま
し
 

た
。
そ
ん
な
と
き
、
お
母
さ
ん
 

と
買
い
物
な
ど
に
行
く
と
周
り
 

の
人
達
か
ら
じ
ろ
じ
ろ
見
ら
れ
 

て
い
ま
し
た
。
そ
の
人
達
は
、
 

金
田
中
一
年
 

私
の
手
が
な
い
よ
う
に
見
て
い
 

る
よ
う
で
、
私
は
と
て
も
悲
し
 

い
気
持
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
 

「
な
ん
で
じ
ろ
じ
ろ
見
る
と
」
 

と
思
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
事
 

を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
 

だ
か
ら
、
私
は
体
の
不
自
由
 

な
人
が
周
り
の
人
か
ら
じ
ろ
じ
 

ろ
見
ら
れ
て
い
る
と
き
の
気
持
 

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
 

私
も
小
さ
い
頃
は
指
を
さ
し
 

た
り
し
て
い
た
け
ど
、
大
き
く
 

な
る
に
つ
れ
て
、
 

「
体
の
不
自
由
な
人
は
一
生
懸
 

命
に
歩
い
た
り
、
働
い
た
り
し
 

て
い
る
の
に
、
悪
い
目
で
見
る
 

の
は
い
け
な
い
」
 

と
思
う
よ
 

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

人
 

い
 
の
 

う

え

 

こ
ず
「
え
 

井
 

上
 

梢
 

体
に
障
害
を
も
つ
人
は
、
こ
 

の
金
田
町
に
は
ま
だ
ま
だ
沢
山
 

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
人
達
 

は
こ
私
達
み
た
い
に
自
由
に
体
 

を
使
っ
て
行
動
が
で
き
な
い
こ
 

と
が
確
か
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
 

せ
ん
。
で
も
、
お
じ
さ
ん
を
見
 

る
と
車
に
も
乗
っ
て
、
 

一
生
懸
 

命
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
 

そ
ん
な
お
じ
さ
ん
が
す
ご
い
な
 

あ
と
思
い
ま
す
。
 

ま
た
、
他
の
障
害
を
も
つ
人
 

達
も
お
じ
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
 

一
生
懸
命
に
生
活
を
し
て
い
る
 

と
思
い
ま
す
。
 

私
は
み
な
さ
ん
に
、
 
こ
の
よ
 

う
な
障
害
を
も
つ
人
達
を
差
別
 

す
る
の
は
、
や
め
て
ほ
し
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

〈成心 

想
〉
 

田
中
教
育
長
 

体
の
不
自
由
な
人
（
身
体
障
 

害
者
）
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
 

身
近
な
人
の
よ
う
す
に
目
を
つ
 

け
て
「
一
生
懸
命
に
歩
い
た
り
、
 

働
い
た
り
し
て
い
る
の
に
、
悪
 

い
目
で
見
る
の
は
い
け
な
い
」
 

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
 

う
こ
と
は
、
大
き
な
進
歩
だ
と
 

「
井
上
 

梢
」
さ
ん
は
、
父
 

井
上
正
博
、
母
 

や
す
江
さ
ん
 

の
長
女
と
し
て
昭
和
 53 

年
4

月
 

6
日
生
れ
の
中
学
一
年
生
。
一
．
 

人
姉
弟
で
、
大
字
神
崎
一
六
一
 

八
番
地
の
五
八
（
若
草
）
に
住
 

ん
で
い
ま
す
。
 

（
平
成
3

年
2

月
4

日
総
合
会
 

館
で
の
大
会
に
て
発
表
さ
れ
た
 

も
の
で
す
。
）
 

思
い
ま
す
。
 

こ
う
い
う
こ
と
が
本
当
に
、
 

「
心
の
成
長
」
と
い
う
こ
と
で
、
 

こ
う
い
う
感
じ
方
、
考
え
方
が
 

し
だ
い
に
深
ま
る
こ
と
で
、
人
 

間
が
本
当
の
立
派
な
大
人
に
な
 

る
の
で
す
。
 

「
不
自
由
な
体
」
 

で
あ
り
な
が
ら
、
車
に
も
乗
っ
 

て、 

一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
生
 

活
を
し
て
い
る
お
じ
さ
ん
は
た
 

と
え
体
は
不
自
由
で
あ
っ
て
も
、
 

間
違
い
な
く
立
派
な
大
人
な
の
 

で
す
。
近
頃
は
金
ほ
し
さ
の
た
 

め
強
盗
し
た
り
子
供
を
殺
し
た
 

り
す
る
大
人
も
い
ま
す
が
、
そ
 

れ
は
、
体
は
り
っ
ぱ
で
も
決
し
 

て
、
本
当
の
人
間
の
大
人
と
は
 

言
え
ま
せ
ん
ね
。
 

あ
な
た
の
そ
の
立
派
な
お
じ
 

さ
ん
の
姿
を
も
っ
と
く
わ
し
く
 

書
い
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
い
ま
 

す
。
そ
う
し
た
ら
、
も
っ
と
い
 

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
 

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
 

00
のe 

《
ま
ち
づ
く
り
 

行
政
区
懇
談
会
終
了
 

9

・ 
10 

月
に
 

夜
な
べ
談
議
を
予
定
》
 

五
月
末
の
第
二
行
政
区
で
の
 

『
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
』
 
を
皮
 

切
り
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
こ
 

の
懇
談
会
は
、
先
月
 19 

日
の
太
 

陽
地
区
を
終
え
、
全
行
政
区
終
 

了
し
ま
し
た
。
 

皆
様
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
 

ご
意
見
は
集
約
し
、
後
日
、
発
 

行
し
ま
す
 
『
ま
ち
づ
く
り
特
集
 

号
』
 

で
も
掲
載
し
、
こ
れ
を
タ
 

タ
キ
台
と
し
て
各
行
政
区
で
、
 

再
び
ご
議
論
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

も
う
、
あ
る
行
政
区
で
は
、
 

二
回
目
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
 

を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
 

い
ま
す
。
 

9

・ 
10 

月
に
は
、
 

夜
な
べ
談
議
で
皆
さ
ん
と
夜
を
 

徹
し
て
の
語
り
合
い
も
検
討
し
 

て
い
ま
す
。
 

何
人
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

ま
ち
を
良
く
し
よ
う
と
す
る
話
 

し
合
い
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
ご
 

連
絡
下
さ
い
。
い
つ
で
も
お
伺
 

い
し
ま
す
。
 

皆
さ
ん
、
ご
意
見
を
ど
し
ど
 

し
、
企
画
開
発
課
ま
で
。
 


